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先駆けを！                                      夢の実現にむけて！ 

       
                              2017年4月28日 第130号 

 

第 32回 入学式 4月 5日（水）  ～新入生 325名を迎えて～   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生の皆さんへ                                校長 黒坂 道生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご入学おめでとうございます                           1学年主任 和光 誠司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海大学付属市原望洋高等学校 

編 集：メディアセンター 学校報 

新入生の皆さんを迎えたのを機に、48年前の1969年、私が高校に入学した頃を振り返ってみました。この頃の、本や人との出

会いが、その後の自分の生き方に大きな影響を与えたと思っています。ここでは、私の高校1年生の頃の、本との出会いについて

述べることにします。 

1冊目は、中学3年生の10月に読んだ、指揮者小澤征爾の自伝的エッセイ「ボクの音楽武者修行」です。小澤征爾が初めてヨー

ロッパに渡りスクーターで旅をして、ブザンソン国際指揮者コンクールで1位を受賞し、カラヤンやバーンスタインの弟子となっ

て、ニューヨーク・フィルの副指揮者に就任するまでのエッセイです。高校入学後の4月20日に、上野の東京文化会館で行われ

た小澤征爾指揮のトロント交響楽団の演奏会に一人で行きました。演奏会終了後、楽屋口で出待ちをして、憧れの小澤征爾さん

から本やパンフレットにサインをしてもらいました。それらは今でも私の手文庫の中に大切に保管されています。その後、遅れ

ばせながら吹奏楽部に入部し、音楽づけの高校時代を過ごし、現在も小澤征爾ファンを続けています。 

 2冊目は、夏休みに読んだ、1969年上半期芥川賞受賞作、庄司薫の「赤頭巾ちゃん気をつけて」です。都立高校生の主人公が

冗舌で、すごく面白いからと、同級生から勧められた本です。都立高校での学生運動も徐々に盛んになり、自分の高校での様々

な葛藤とも重なり、その後も庄司薫の他の本にも没頭する日々が続いたのをよく覚えています。 

3冊目は、同じ年にベストセラーとなった梅卓忠夫の「知的生産の技術」です。情報をどのように扱うのかというノウハウを

始めて教えてもらった衝撃の本となりました。 

4冊目は、湯川秀樹の自叙伝である「旅人－ある物理学者の回想－」です。1年生の冬休みに読んだ本で、ノーベル賞受賞者の

湯川秀樹が物理学の道を歩んでいる姿は、進路に悩んでいた私に夢と勇気を与え、大学で物理を学ぶきっかけとなりました。 

 ぜひ、新入生の皆さんも読書を日常の習慣として、感動的な本とのめぐり会いで、人生を豊かにしてほしいと思います。 

 4月5日(水)、2017年度 第32回 入学式を本校松前記念講堂にて挙

行しました。女子 99 名、男子 226 名、合わせて 325 名の新入生が新

たに本校の門をくぐり、在校生、保護者、来賓、教職員からの祝福を

受けました。 

入学式予行から始まり、オリエンテーション期間を経て、早くも3週間が過ぎました。オリエンテーション期間では、健康診断

やスポーツテストを受けて、身長が伸びたり、50ｍ走が速くなったり、成長を感じた生徒も多いでしょう。また緊張の中で迎えた

入学式、先輩との対面式、生徒会が企画してくれた部活動紹介では、新しい出発に胸の高鳴りを感じた人も多いと思います。まだ

まだ不安と期待を抱える中での最初の学年集会では、“いつでもあいさつ”することから始めようと話をしました。初めて会う友

達にも、先輩にも、先生にも、食堂の人やバスの運転手さんにも…、元気にあいさつができる気持ちを育んで欲しいと思います。

でも本当に大切なことは、あいさつをしながら周りを見たり、周りに気を遣ったりする視野をもつことです。3年間を一緒に過ご

す仲間との日々は、一生の財産です。周りを大切にできる人は、周りからも大切にしてもらえます。出会いを大切にして、素敵な

3年間を過ごすことを願っています。 
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新入生を迎えて                              生徒会長 3年 3組  増田 優香 

 

 

 

 

 

 

 

高校生活のスタートを迎えて         宣誓者   1年 7組  横山 智咲（市原市立国分寺台中学校 出身） 

 

 

 

 

 

 

 

教職員紹介 ～企画運営委員・学年・事務・講師～
 

＜企画運営委員等＞       （教科）部活動 

校長 黒坂道生   （理科） 

校長代理 池田信一 （国語） 

副校長 小林 潔 （数学） 

教頭 齊藤政道  （国語） 

事務長 植野一朗  

教頭代理 

生徒指導主任 
八巻英世 （保体）ソフトボール 

教務主任 大内賢一  （英語）バトン・ｸｯｷﾝｸ  ゙

進路指導主任 福島浩司  （保体）剣道 

研究主任 加藤 崇 （理科）生物 

危機管理室長 井出治男 （保体）バレーボール 

健康推進室長 相川敦志 （保体） 

情報管理室長 海老谷直一 （理科）射撃 

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ室長代行 渡邉洋児 （地公）ﾃﾆｽ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 

養護教諭 森 美穂  （保健室）ボランティア 

＜１学年＞           （教科）部活動 

学年主任 和光誠司 （地公）ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ・吹奏楽 

学年副主任・1組 磯 真吾 （保体）陸上競技 

2組 堀 敬雅 （国語）ソフトボール 

3組 石井勇人 （保体）柔道 

4組 中山一美 （理科）バドミントン 

5組 貝賀 篤 （情報）剣道 

6組 脇野 瞳 （英語）陸上競技 

7組 横山 了 （数学）バスケットボール 

8組 南雲隆子 （英語）ボランティア 

副担任 渡邉洋児 （地公）ﾃﾆｽ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 

副担任 湯川千鶴子 （芸術）吹奏楽 

副担任 加藤 崇 （理科）生物 

副担任 相川敦志 （保体） 

 

＜２学年＞           （教科）部活動 

学年主任 青木浩司 （保体）バスケットボール 

学年副主任・1組 石野 浩 （英語）生物 

2組 和田健次郎 （数学）野球 

3組 牧野公美 （保体）バレーボール 

4組 大図佑輔 （国語・芸術）ﾃﾆｽ・書道 

5組 加藤巨也 （理科）科学 

6組 米山わこ （英語）茶道・華道 

7組 松崎貴大 （数学）サッカー 

8組 栗島由美 （英語）バレーボール 

副担任 大竹吾郎 （国語）マンガ研究・放送 

副担任 濱崎雄作 （地公）野球 

副担任 西俣利哉 （地公）剣道 

副担任 高橋正美 （理科）放送・美術 

副担任 山田 剛 （保体）陸上競技 

＜３学年＞           （教科）部活動 

学年主任 北村 徹 （理科）写真 

学年副主任・1組 今井雅也 （数学）卓球 

2組 才津芳明 （英語）英語・パソコン 

3組 笠島俊孝 （地公）サッカー 

4組 岡本茂憲 （地公）バドミントン 

5組 加藤尚大 （数学）野球 

6組 古宮香織 （英語）バスケットボール 

7組 下原朋洋 （保体）サッカー 

8組 海老谷直一 （理科）射撃 

副担任 遠藤寿一 （国語）吹奏楽 

副担任 斎藤美由起 （国語）バトン 

副担任 大澤 泉 （英語）英語 

副担任 井出治男 （保体）バレーボール 

 

＜事務職等＞ ＜講師＞        （教科）部活動 ＜講師＞         （教科）部活動 

事務職員      石井さつき 大橋謙一 （国語） 高木大輝 （理科）科学 

事務職員      前川寛之 土屋 守 （国語）バスケットボール 瀬尾有美子 （英語） 

事務職員      古山博康 岩崎 愛 （数学） 山中俊亮 （英語） 

事務職員    木村みさこ 遠藤輝章 （数学）数学研究 Kendyl Stenning （英語） 

 この春に新入生を迎え、新しいクラス・新しい仲間との学校生活がスタートしました。1年生にとっては何もかもが初めてのこ

とばかりで、上手くいかないことや、悩むことがあるかも知れません。しかし、そんな不安や悩みも、少しずつ喜びや思い出にか

わっていきます。一度きりの人生です。悔いのない選択とたくさんの努力をし、楽しい高校生活を送ってください。そして、私た

ち2・3年生は、先輩として1年生の不安を取り除き、東海大市原望洋生としての正しい姿勢を、自分たちの姿で伝えていきたい

と思っています。歴代の先輩方が残してくださったもの、繋げてきてくださったものを途切れることなく、新しい形で未来に繋げ

ていけるように、全校一丸となって頑張っていきたいと思います。 

 9年間の義務教育が終わり、これから先は自分自身で未来を決定していくことになります。高校生活をスタートさせるにあたっ

て、私の抱負は「学習と部活動」の両立です。そのために、建学の精神に基づいた「若き日に汝の知能を磨け」を常に心掛け、こ

の言葉を行動に移して、充実した高校生活を送りたいと思います。さまざまな不安もありますが、先生方や先輩たちからいろいろ

なことを教えてもらいながら、高校生という自覚を強くもって、学習面は当然のことながら、部活動やさまざまな学校行事にも、

新入生325名が皆協力し合いながら、日々成長していきたいと思います。 
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＜事務職等＞  ＜講師＞     （教科）部活動 ＜講師＞          （教科）部活動 

特殊勤務職員  三谷浩一 齋藤涼太 （数学）吹奏楽 Rashad Du Paty （英語） 

実習助手      小宮山祝 冨澤雅貴 （数学・情報）卓球 Michael Fernando （英語） 

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行  加藤安則 本道修平 （数学） 横川麻子 （家庭） 

用務        勝地初子 森 裕貴 （数学）バレーボール 高澤英子 （家庭） 

警備        時田雅男 太田広子 （理科） 石橋佳代     茶道 

警備        藤井 進 柴田桂子 （理科） 関本清人 華道 

  伊地知しおみ （芸術）美術 谷井 明 射撃 

 

特集 研修旅行                   2学年（現 3学年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修旅行を終えて                   旅行委員長（先発団） 3年 2組  早川 龍紀 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

研修旅行を終えて                   旅行委員長（後発団） 3年 3組  増田 優香 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修旅行を終えて                              3年 2組  魚地 優輝 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月7日(火)～11日(土)（先発団3/7～10、後発団3/8～11）、沖縄へ

の研修旅行を実施しました。先発・後発団共に10：30羽田発のANA469

便で出発。3 泊 4 日の行程で沖縄の各地を巡り、体験学習・平和学習

を行い、沖縄の文化や歴史について学びました。行程 2 日目の美ら海

水族館では、沖縄の海洋資源の豊かさに触れ、3日目の平和祈念堂・ひ

めゆり資料館・糸数壕では戦争の悲惨さと平和の貴さを実感しました。

旅程の後半、にわか雨に見舞われる場面もありましたが、思い出深い

旅行となりました。 

 研修旅行を終えて、私は仲間とのつながりの深まりと自分自身の心の成長を感じています。正直なところ、この研修旅行に行く

前までは、普通の旅行程度に仲間とガヤガヤして終わりだと思っていました。しかし、戦争の歴史や沖縄の文化に触れて、「これ

は正に本格的な研修旅行だ」と思いました。仲間と過ごす青春の時間に感じ入るばかりではなく、戦争の資料やその痕跡を実際に

目で見て、本当に胸が締めつけられました。また、沖縄の文化に触れている時間は、とても楽しいものでした。エイサーを見たり、

水族館を観覧したり、伝統料理を食べたりしたことは、本当に良い思い出になりました。沖縄のさまざまな文物に心を動かされ、

本当に自らの心の成長を感じました。これからは、その感動を、日々の生活に活かしていきたいと思います。 

 私は研修旅行を通して、仲間と共にする活動の大切さを改めて実感することができました。沖縄の自然・文化を学ぶことの楽し

さはもちろん素晴らしいものでしたが、そのすべてをこの学年のみんなと分かち合えたのは、高校生活のとても良い思い出となり

ました。また、平和学習は、今自分たちが幸せな生活を送れているのは当たり前のことではないのだということを、一人ひとりが

学んだ良い機会になったと思います。当時の人々の悲しみを無駄にしないよう、戦争の恐ろしさと平和を願う心を、私たちの手で

未来に繋げていきたいと思いました。多くの体験をした3泊4日の旅行でしたが、お互いを信頼する心があったからこそ、旅行を

成功させることができたと思います。ここで深まった絆を3年生の生活にも活かして頑張っていきたいと思います。 

 2年生最後の行事である研修旅行では、普段の学校生活では学べないことを学ぶことができました。沖縄戦については調べ学習

をしてはいましたが、現地の語部の方のお話を聴くと、戦争の悲惨さを再認識させられました。沖縄戦では自分よりも若い人が戦

闘に加わり、多くの尊い命が失われています。平和な時代に生きている自分自身が、どれだけ恵まれているのかを深く心に刻むこ

とができました。これからは現状に満足せずに、「今」を大切に生きていきたいと思います。 
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研修旅行を終えて                               3年 6組  福島 愛梨 
 

 

 

 

 

 

 

 応援、ありがとうございました。      第 89回 選抜高校野球大会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動報告     大会等の結果      

●吹奏楽部：平成28年度 第30回 千葉県吹奏楽個人コンクール フルート部門 松坂ひなた 金賞。 

 

連絡板                                           緊急連絡は望洋通信システムをご利用ください     

 

＜今後の行事＞ 

5月 

5月 1 日(月) 進路面接（3年生） ～5/2 

尿検査5 

5月 2 日(火) 尿検査6 

5月 8 日(月) 全校集会 

 5月 9 日(火) 学園オリンピック（ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ一次試験） 

 5月10日(水) 学園オリンピック（数学一次試験） 

カウンセリング 

5月11日(木) 学園オリンピック（英語一次試験） 

5月12日(金) 学園ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾐﾅｰ（音楽 ～5/15） 

5月13日(土) クラス懇談会・後援会定期総会 

東海大学関係学部説明会（1･2年生） 

5月16日(火) 付属推薦「小論文」 

5月22日(月) カウンセリング 

5月24日(水) 中間試験 ～5/26（2･3年特進は27迄） 

5月27日(土) 平常授業（総進1･2年生） 

5月29日(月) 生徒総会 

教育実習開始 ～6/17 

5月31日(水) 体育祭予行 

6月 

6月 1 日(木) 第32回 体育祭 

6月 5 日(月) 全校集会 

6月 6 日(火) 体育祭予備日 

6月 9 日(金) 付属推薦候補者発表 

 

 

 

 

 

 

 
●学校報 第130号 ／東海大学付属市原望洋高等学校 〒290-0011千葉県市原市能満1531 TEL 0436－74－4721 

 3月19日(日)、第89回 選抜高校野球大会が開会式を迎え、本校野球部

は22日(水)、滋賀県の滋賀学園高等学校と対戦しました。1回表に滋賀学

園が 1 点を先制すると、本校は3 回裏に追いつき、その後は延長 13 回ま

で 2 対 2 の接戦を繰り広げました。試合が動いたのは 14 回表、滋賀学園

の攻撃。痛恨のエラーと4本の連打を浴びて4点を失い、本校野球部は残

念ながら1回戦で姿を消しました。しかしながら、218球に及ぶ力投を見

せたエースの金久保投手を始め、本校野球部の選手たちの力闘は、素晴ら

しいものがありました。試合当日応援に駆けつけてくださった皆様はじめ、

ご支援いただいたすべての皆様に、心より感謝を申し上げます。 

編集後記 学校報「望洋」130号をお届けします。今号は第32回 入学式と沖縄

への研修旅行を中心に編みました。1年生も学校生活に慣れてきたようです。13日に

はクラス懇談会が行われます。保護者の皆様のご出席をお願いいたします。(寿) 

 私は研修旅行委員として、主に出発前にしおりの作成などの仕事をさせていただきました。2年生最後の行事であり、学校生活

の中でも一番大きなイベントである研修旅行は、問題もなく無事に終えることができました。2年生の皆さんのおかげであり、ま

た、実際は班長や部屋長が頑張ったからこそ、無事に終えることができたのだと思います。研修旅行を楽しい思い出として、私た

ちの心の中に残すことができたのなら良いと思います。 


